
稲作 技 術 協 力 の今 後 の 問題 点

農林省農林経済局国際協力課 高 村 礼

I ま え が き

1953年にわが国の渥外技術協力が政廿ベ-スで日嗣台されて以 来10牛を経過 したが,こU)闇黒

林省を通 じて行なった技術協 力はこrJつ約兄を担 ってきてお り,LlrLj外-技術援助のために派遣 さ

れ た FF]ti-林水I;'17::技術槻係の二朝1rj家は約 700名,満外か ら抜術の研rf'1r-5.:二来日したJj別系者は 30,0001'/,

におよんだo専門分野 としては,稲作 水J;Tf7.---.,養蚕,畜 厘等が 仁たるものであるが,特に稲作

は東南アジアに対す る技術協力のニト要なる地位を 占めているしこの うちインドに対 しては 4か

所に模瞳'農場を設fr.llL,'IL,さらに来年か ら4か所を増設 し,脹団lr郁 二矧JLj家を派遣す るほか,マ

ラヤ, パキスタン, セイロンへ も系抑 制 二それぞれ 20名前後の稲('打賢j係中門家を派追 してい

ろ｡また同汁封二,llHl事試験場を中心 として,両外か J,の稲作:技術研修者の訓練,指導を行な っ

てきた.こ′

稲作闇 係0)技術協力は,当ll<J]か らの組紬 ′内な損み上げによってみるべき成果をあげたもC/)も

あるが,すべてが一貫 した方針に従ってTT:_)加勺に美施 されてきたとはいえない一さらに冒11l'卜に

おける挨拶で も述べたように,j嵩 iL･し〕FÅo,ECAFE 各総会,同迅貿易開充会議, OECD に

おける DAC等U)j切 二おいて.尤進,低阻動 Et挿湧)らわが国の技術協 力を一層強化す るよう要

請されている｢

こU-)ような現状か らみて,わが国U〕技術協力のあり方に←Jいて深 く反省 し,検討を行なわな

ければな らないが∴ -､臣 ､今回マラヤ稲作シンポジウムが闘催されたこの機会に,最後o)LLめ く

くりと してマラヤを合むもう少 し広い矧周での稲作抜f届克力の今後のあ り方について問題点左

･附 里し.かつて 渥 外に勤務 された中門家 な らびに学識経験者諸氏に検討, 討議を お願い した

い

日 技術協力方針樹立の前提

今後C/)技術協 力U)方針を検討す るにあた り,彼接抽国uJ農業における稲 作 L,)位胃そし引まか,

fJ-え られる条f牛工あげてみることにす る

(1) 農業における稲作U)位損およこご二日山利用に一穴 lて

稲作は,アジアにおいては国艮食糧源 として,また現在 U)畏業l申 ),持 出 二おける F-_業化 促

進レ)経済拭盤 として,現在 もっとも重要な付出を占めるものである｡アジアhJr舶二おいて･は,
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今後農業多角化,土地利用の高度化が行なわれなければならないが,基幹作物たる稲作のあり

方は,これらのあり方を方向づけることとなるであろう｡ またその道に,農業多lTJ化,土地の

高度利用の見地から,稲作のあり方を考えて行くことも必要であろう｡次に,今後は畑作農業
の開発も重要である｡ とくに土地,資本,労働力の壁産性,食糧自給と貿易産品の対比の立場

から,水田稲作との比較評価の問題が しば しば提起されよう｡

(2) 米のf土産につい て

土地基盤の整備,品種改良,栽培法,病虫害防除法の向上等稲作技術改-,;!'･:=･によって米の安定

多収穫の効果をあげることができるが,他面,収穫,処理,貯蔵,輸送法の改善により,籾お

よび米の損耗防止をはじめとする流通技術の向上をはかることにより多くの経済効果を湖待す

ることもできる｡低開発国の現状からすれば両者いずれに市点をおくべきであろうか,またわ

が国による経済技術援助の可能性,効果からは,どちらに多く期 しうるであろうか,今後十分

検討の余地があると思われる｡

次に,米をその土地で消現される食糧としてみる場合には,商品としての条件を配慮するこ

となしに,-一次的には量的および現地消賢者の晴好の問題として扱 うことができ,この考えノJ-

が技術協力を行なう場合の一つの重要なポイントであると考える. しか しながら今後の問題と

して,商品としての米の生産についても検討が必要である｡とくにこの場合,矧祭商品として

は,日本,米国その他先進国の米生産および貿易動向が,米の仕種技術面にも異った要求を出

すこととなろう｡

(3) 稲作について

円木とアジア諸国とには稲の栽培技術上大きな差があるだけでなく,栽培する稲そのものも

異にしている｡

日本の技術をアジア諸国に役立てるのに,それら各国の生産基盤を現状のままと考える場合

と,それが改良されて,かんがい排水施設を加える場合,肥料,農基,農機貝等を使用する場

合等と因子の組合せは複雑であるので,それらの各段階に応 じた問題整理が必要であり,それ

らは同時に被援助国の経済発展の度合,先進国の経済技術援助の規模等とも闇通 しているo

また,アジア諸国の各々についてみても,自然条件,習慣,経済等の相違により,栽培品種

や技術にも各々特性がある｡ これらは各国に共通する技術上の問題と固有の問題とに整理さ

れ,その援助対策も分類されるであろうJ

最後に,アジアの稲作技術について試験研究を行なうことが,わが国の稲作技術にどのよう

な烏与,効果があるであろうか｡現状の稲作関係の派遣専門家の｢国こ国内各試験研究機関の研

究者が相当数含まれていることからみても,これらの研究者の活動が,相手に知識をあたえる

だけのものか,あるいは同時に何かを得ることとなるのかということはわが同の技術協力の体

制を考えるうえに重要な一閃子である｡
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川 技術協力実施上の問題点 と対策

前述のよ うな問題を明 らかに した うえで,わが国が どU)よ うに今後 o)技 術協力を進め るべ き

カJL--:論 じることが適切であ るが , --)j被援助国およ-i,リ)が国の現状態勢 U)分析か ら, 今後oj技

術協力の進め方を考え る必要があ る｡ すなわ ナ一,

(1) 被援助国uj態勢 については,沃し引用題があ る

a 近代技術受入れC))汁.会,文化的)TE盤が弱 い

了) 近 代化の経済基盤が弱い-

C ソ隷封臣#･を行な う実務的技術者 (研究者) にとぽ しい 二

d 現地 に即した有効適 切な技術が作られていない
e I岬J/jL-1に対す ろ考え方が美川性にとぼ しく,技術を作 り上げる各屑の畔 だ者が不足 してい
る一

f 研究]]'uJl設,紺銅が幣備されノていな い

g 晋及事 業の態勢が坐 っていない

(2) わが国の態勢 について･且 同株 に次C,)問題があ ろ

a 賢本協力はI,''i業分野, 特 に 稲 作については, 相 加勺には 行なわれていないといってよ

い｡､肥料工場等 についてのF御 帥 Jな協 力は行な ってい るが,十 分ではない〈

b 低開発国の申堅技術者の養成 については,東 /ヾキスタ ン農業 セ ンターの活動を通 じて 行

なわれている例があ るL

c 近代技術受入れの基礎作 りと しては,束 パキ スタン ･コ ミラにおける活動や, インドU,)

4か所の棋範農場の活動をあげ ることがで きよ う.二

国内においては, 内租 二ある国際農業研修館が この役割を損 じることが よいと思われ ろ L ま

た組織作 りの∴方法 と して,アジア農協振 興機 闇が設~立され.たことも今後期待できるL

d ]射出こ即した技術作 l)と しては,従来か らU)マ レーシア,セイロン等における不,,紺三杖的

協力のい くつかの例をあげ ろことがで きろ また.今後J)カンボデ ィア農業セ ンターに対 して

も同様の期待 を したい｡

e r.lr.究者の養 成をほか ろことについては,わが国O･)試験研究機闇の研究方法および態勢は

-一応そU)水準 も高 く,役 立たせ ろことがで きるが, これ/7T:本格的にす るたLV)の態勢 は未だに不

E-I/Tであ /1

f 以 上全般を通 じ,熱帯農業の調査,研究は不完 全であ り,これ.らを進め るためo)施設 お

よび1,1材手の研究者 ,技 術者が不十 分である l

(3) 鳥｣二の彼我o)態勢U)_1｣二立って今後技 術協力,Jll,匙i/)る当 両 uj対策上考慮すべ き点 と して
J｣′
-Gヽ '

三一 持､畑 二わたって,F膏]]適 切な る抜 術協力引 再ようには,まず立地 条件に即したプ ロジェク



卜を明かに し,長期計7軒 二歳づいて着実にその実行を図 らなければならない このプT]ジュク

ト樹立にあたって,被援助国の要請は無視できないが,わが国としてUj吟味と助言により, TF:.

しい要請を行なわ しめ,合意に基づ く長期的協力を行なう必要がある｡

b 技術協力を行なうには,被援助同の経済開発計画と調和させ ることが折要である｡

C また技術援助は経済援助 と一休となって効果を表わ しうることが多いが,経済援助は日

･尺の両 面にわたり,総合的 に行なわれることが望ま しいo

d 技術協力に必要な 熱帯農業に関す る調査. 試験研究を 十分に行なわなければ ならない

が,このためには, 関内においても必要な施設 および 組織を整備すべきである｡ それととも

に,侮外においても,わが国の技術協力推進の拠点 となるべき専門施設,たとえばフィリピンに

ある間際稲研究所 (IRRI)のような施設を設FET.し,調査,研究を行なうのみならず,わがF=j;-To)

淘夕拍罷遣要員の養成,指 導を行なえば大きな効果をあげることが可能であろうと考え られノる｡

e 技術協力を進めるに当っては,国際機関および諸外国の闇係機関と密接な関連をもた し

め,わが国に対する田際的期待にこたえろとともに.わが国の孤立化を防 ぐことに慣屯でなけ

ればならない ｡

f 摘外技術協力に従事する要員の養成,確保について,前述のような施設において要員を

養成することの必要は当然であるが,養成 された専門家が海外において技術協力活動を行なう

にあたり,帰国後の身'})保証が行なわれるような人 事上の交流組楢は 制度を酢 -lrT-_しなければな

らない ｡ これによって,年令層に厚みのある要員を確保することもできよう｡

g 渥外において行なうわが国専門家の業績が立派に引継がれてい くためには,現地人後継

者oj養成に大きな力を注 ぐ必要がある(J､

h 今後技術協力を進めるにあたってほ,援助目的をたとえば次表 (付表 1)のように区分

し,この目的別援助を段階的に机み上げて,あるいは組織的に組/合せて,園内での事業 と侮外

での卓業 とを関連をもたせてい くようにすべきであると思われる｡

以上,稲作技術協力の今後のあ り方について,問題点を述べたが,諸氏の十分なるご討議を

お願い したい ｡

東南アジア稲作技術協力に関するアンケー トの回答

(回答者数 25名)

〔質FF,l] 立し,体制を確立して行なう. 12名

稲作の技術援助方式は地域別,国別で異なるが,東 b.熱帯稲作研究所の設置もしくは援助国に試験場を

南アジアの主要国の状況から,我国としてほ如何なる 設立するか,あるいは既存のものの強化をほかる｡

方法によ/7'べきかo ll名

〔回答コ C.資金援助と総全的に協力を行なう0 4名

a.援助を行なうには,援助国を定め,援助計画を樹 d.a)に関連し,マラヤ方式の個別継続派遣方式で
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[｢J'～11

e.そuj仙

I)′.

a)によって援助閏を定J/'つたも･JM､丹巨-I,)什畑 :/Jjl_-i

1 〔く/
L-1r

1･ 派遣者(J)F,早学LJ研修をしなJHLは左らriL､｡

31.'Jl

入れによって技術援助を進め立､ 121 5･ 大学症における囲捌 望業関係紳軌 .'新設o

国連専門家としてしっ派遣を考え′ニJ l告 ]名

育種を乱射 勺に援助を行なう｡ ]'fl b.被援助輔 二親してこ

技術普及の徹底/JiI月かる方向に打た:Jjc ]辛.

し質問コ

上記の方法を考える場合 に/tL:_ずろ現 段 肝 二おけ,7,主

要な問題点 (重点的なものを2-3),､

〔回答〕

a∴専門家の養成 ･身分 ･任期′ヱ汗二射して-

]. 待遇,身分保乱 定HuJ面で改善を･:三かjl)｡

7 ;/J

2. 弟分 とも関係すろが,継続的援助のためには什

偶を長 くするとか, 1人の人が再度派遣されるこ

とが効果的0 6ivl

3. 熱帯稲作専門家を養成しプ封i･ればならないCま

,>二広い範囲から専門家を募集したけれ ば な ら左

11 被援助国Jj烹入イ捕 りDイく捕｡ 3嘉

2･ 各国および現地人と稲作技術指甘苦とuJ協力体

制を作ること｡ 3名

3･ 農業教育体制の充実が必要 ｡ 1'ノFl

c.研修生受入体制｡

1･ 烹入方法cL湖山-,俳瞳施設cJ)完備｡ 上I'(.

d.派遣計画に関してo

l･ 農務官,海外技術協)J串業団の海外駐在艮U〕設

障,国連職員または派遣者問相互の連けいがとれ

るように派遣す/二｡. 3名

2･ 派遣時期を効果的に, しかも実行可能なスケジ

ュールをたてること｡ 2名

付 表 ユ 稲 作 技 術 援 助 実 施 要 領

援 助 ]iTi 目

]. 政策の検討また悠援助方式決定U〕た)I)の調査
および指導

2. 我国稲作技術の啓蒙

3. 研究者の養成

4. 熱帯農業の試験研究山粧立

5. 育種事業等の個別技術推進

6. f糾′F技術体系の樹立 (水侶神1日

7. 中堅技術者の訓練

8. 技術普及事業

リ. 闘ヲ【三農場の経宮
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昭 和 28年 度 ～ 38年 度

付 表 2 農 林 水 産 関 係 専 門 家 海 外 派 遣 調 書 (国 ケ31日寺 flrj別)

派遣者総数 523人 (うち稲作関係 150人) (国名はABC順) 39.3.31現 在

1. 東 南 ア ジ ア 428 人 (う ち 稲 作 関 係 140 人)

派遣 内

;者数 : 細 目

人.
作 14 と̀うもろこし

畑 作 一 般

蚕 23

3
-5
4

41

作

産

業

7

5

1 飼

衛
林̀

3

2

6

2

1

3

蚕

壷
い

培

産

培
種
害虫

〟

漁 港 漁 船

/I

漁 業 一 般
T

.山
1叫

そ 0) 他 L 5

釈

センター

~~~-A-† 人 人 人
4

10

6 4

読

捕

農業センター予
センターは中止

ll-36.12)

賠償役務提供 (32.10-33.9)

要

5人,実施魂杏(5亨.6)5人

賠償役務提供,31年～33年に1年間ずつ19人 その他2人
牛 飼 育

水和再編査~(37･2-37.4)4人
賠償役務提供,農産加工3人,稲作1人 __________一_

センターは稲作,ジュー ト作の改良普及技術員養成,施設完成がお
くれ事業中途で引揚げ

とうもろこし開発週査 (_3_?:_127_準 2_)
畜産センターの準備調査4人,要員第 1次 (35年～37年)派遣6人
センターは家畜改良,増殖,防疫,飼料作物,技術員養成,事業中
途で引揚げ

(39.3-39.5)
かんがい調査 (39.3-39.5)

-;-T:I;ir■､IL･ンーL 1人

試験研究,品種改良及び新病害の発見に成果を上げ現在も続いてい
る｡ (30.1-39.3)

漁業訓練センター予備調査(35.2-35.3)2人,センター要員(36.7

海 軍軍)A?6L人 センタ増 員4 (先発36.7～38°7,2人交替38.9～.LコnltE7-iIllI_Ll1/1トLI1,′丁.U.T,_I-▲サーや↓11TfTTt_l加HFl/T､∫_r一冊 ･LTTlr/･･-
クーは,小型船による沿岸漁法および操船機関の指導,現在セ
り期間延長し海洋漁法の希望がある｡rl.litJJi･l

漁港調査 (35.1-35.3)4 港適地17カ所の選出
〝 (39.2-39.3)3人ゴールの港湾施設調査

(33.2-33.5)8人水産10カ
果樹 1人畜産 (衛生) 1人農機具 1人家内工業2人
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国 名 項 〓

中国(台湾)

15人

イ ン ド

73人

インドネシア

7人

韓 国
1人

ラ オ ス
4人

マレ-シア

30人

女

人
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飢
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16 19

jiZ

4

1

21

害

蚕
糸

扮
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虫捕
養
蚕
漁

加

5

32

蚕
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他
.作

業

他

他

他

作
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の

の

そ

稲

杯
そ

そ

そ
稲

栽

杯

4
4

11

(リ
J

1

3

6

塵

他の

水

そ

マルディフ
諸 島 水
2人

･F.I.

1I/h

lJ

I
ー

4

1

7

4

4

.3

2

.l

一
.4

培
種
害
料
扮

鳩

目｣

-～
∵
廷

壌

栽
育

病
士
漁

養

源

hl肌はコ

要

人
畜塵経営-一般

豚ヲ_i/ラ,人工受精,鶏疾病,家畜ヴィルス等

稲熟輝1人乾地作物1人水産教育 1人油脂精製 1人木材加二r二1人
5 柑橘ミバエ殺虫処理状況調査等

頂印 章導時季ラララフレ!嶋 村青年~
†農業センター予備調査 (36.2-36.3)5人, 同実施調査 (36.11-
,136･12)4人,センター指導5人,追加農場実施調査 (39.3-39.4)

7359P3)鮎 左 熟 才籍 轄 諜 競 奈義 16人 (37･6-
自棄枯病の発見 (センターに関係)

30年度2人,集師JR遣 (31年度6人,33年度4人)
水産加二L訓練センター準備調査 (36.1-36.2)3人,要員(37.12-
現在)7人

1 オリッサ州開発調査,団員19人中水産関係1人派遣(37.ll-37.12)

園芸_]人農機具 1_AT煙毒上1_人選業爆険!人
4 …施肥技術,作付体系,機械化の調査および指導,動索(35.ll-36.10)

1 (
カリマンタン森林開発調査 (34.ll-39.12,この他林総協から派遣)
この結果企業が進ILllし,｢1本へ輸出

･ 統計1人ねずみ防除刷 侶 人 (41.控 絹 業提砦 差)5人受入れ

1 農業経常ゼ ミナ-講師

3 歳桑1人 農業調査3人

マラヤでの調査, 試 験研究 , 指導で新 品種マ リンジャの育成に成功
現在も続けてい ろ ｡ 20人 (33. 5-39.3) 他の 1人はサラワクの稲作
栽培指導

か き養 殖
統計2人 (内1人北ボルネオ)農業経営 1人 ねずみ1人

ウ バナナ輸入禁止解除cJjた)i)のミバエ調査

り /i(産資源源 ､描1査 (37.1-37.3)



｢I-1] 名 項 冒

パキスタン ･一般農業調査 L

58人 =稲 作 を

園

永

農

そ
γ水

芸

,産

･:･..
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､_∴
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派
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目 儲 ;岩 窟 庵 査

12 3

培 :22

1 そ 莞 1

8 :漁 静

船 港

かんがい排 水

漁
資

フィリッピン

10人

タ イ

55人 !水
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エ

2

ヴ
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デ
･<
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頼

ア

フ

ア

近 東

他
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他
軒

産産

そ り ∴但
東南アジアデ
ルタ地域調査

域
…

メ
流

軒

ン
査

作

水 産

林 業

農 産 加 工

そ _の __過

求

麗~~棄 よ
そ の

8

2

41

巴日日
.
壌
育

土

漁
林
加

E:

4
4

漁

1

2

秦

船

源

嘩
料
扮

捕

人
4 : この調査の結果,センタ

壁

農村地区開発のため,日本式農法普及すべく農村青年を派遣 (31年
から今日に至る)39年度地区増設予定
ンタ-準備調査3人,要員第1次 (35.8-38.12)6人,交替第2
(38.12-現在)6人,センター要員 (38.2-39.3)
ンタ-ほ試験研究 (改良実験)および技術者の養成

農業保険1人,林業1人,養蚕調査2人

昆虫1人農地開発計画調査 1人

牛 飼 育

(32.5-32.12)
(32.2-327)9人,
1人昆虫3人家内工業1人バナナ

東南アジア (東パキスタン,インド,ビルマ,タイ,台湾を含む)
デルタ開発 (37.ll-38.2)
(34.1-34.2),5人 (35.1-35.3),6人 (36.10-37.3),
(38.1-2)

ICA による

うそし生産
木材加 工

(32-33年)

製糖2人製茶1人食品加工1人

2 !果樹1人養蚕1人バナナ輸入禁止解除のためのミバエ調査2_人

44人 (うち稲作関係2人)

t重電十天恵音教育 1人



吊 名 項 冒

イ ラ ン 農業土 木
15人

イ ラ ク

2ノ＼
イスラエル
1人

レノヾ ノ ン

9人

シ リ ア

6人
ト ル コ
6人

エ ジプ ト

7人

エチオピア
2人
ガ ー ナ

3人
ケ ニ ヤ
1人
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4人
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蚕
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調査

6人 (
カスピ海 沿岸調査 (33.7-33.9)2人, タレガンダム凋査 (37.10
-37.12)4人

2 稲作1人農業統計2人農業経営1人農林手業 1人茶業調賓 2人

1

漁業5カ年計画に対す ろア ドバイス
同芸 (そ菜)1人

養蚕1人農業 土木 1人統計1人
まぐろ漁業3人

25人 (うち稲作闇係2人)

l 農業事情調賓

- 畜産1人センタ-設立のための予備 周査 (本件について,:iセンター
設紺 こ到らず)

1 統計1人r~回＼工業開猫舶fJli望葉損当1人 (通産省所符)



｣

同 名 項

アルゼンチン!
ぎ畜

ブ ラ ジ ル

12人

キ ュー バ

7人

エクアドル
2人

パラ グアイ

3人

ペ ノレ ー

1人
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そ
甘

.水
音

農
画

林蔑
す

産
秦

虫
栽
病
漁

6

1
作
産

不

パ
搾

;
l
Ⅷl

1
1

南 米

訳

個別 センタ二

人F 人 人r

調査

26人 (うち稲作関係6人)

摘

人

要

果樹1人養蚕 1人畜産1人農業土木2人農産物流通 1人
指導 (34.ll-35.ll) ww

タクナ県総合開発調査 (36.3-36.4)


